
資料 1 高等学校学習指導要領 (国語)「書 くこと」

書くこと

(1)書 くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

(2)(1)に 示す事項については,例えば,次のような言語活動を通して指導するものとする。
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(高 )現代の国語 (高)言語文化 (高 )論理国語

題材の設定

ア ロ的や意図に応じて,実社会の中か
ら適切な題材を決め,集めた情報の妥
当性や信頼性を吟味して,伝えたいこ
とを明確にすること。

ア 自分の知識や体験の中から適切な題
材を決め,集めた材料のよさや味わい
を吟味して,表現したいことを明確に
すること。

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関す
る事柄について,書き手の立場や論点
などの様々な観点から情報を収集,整
理して, 目的や意図に応じた適切な題
材を決めること。

情報の収集 イ 情報の妥当性や信頼性を吟味しなが
ら,自 分の立場や論点を明確にして,
主張を支える適切な根拠をそろえるこ
と。内容の検討

構成の検討

イ 読み手の理解が得られるよう,論理
の展開,情報の分量や重要度などを考
えて,文章の構成や展開を工夫するこ
と。

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う,根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに,文章の種類や,文体,語
句などの表現の仕方を工夫すること。

イ 自分の体験や思いが効果的に伝わる
よう,文章の種類,構成,展開や,文
体,描写,語句などの表現の仕方を工
夫すること。

ウ 立場の異なる読み手を説得するため
に,批判的に読まれることを想定 し
て,効果的な文章の構成や論理の展開
を工夫すること。

考 えの形成
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オ 個々の文の表現の仕方や段落の構造
奪吟味するなど,文章全体の論理の明
晰さを確かめ,自分の主張が的確に伝
わる文章になるよう工夫すること。

記述

推敲
エ ロ的や意図に応じて書かれているか
などを確かめて,文章全体を整えたり,
読み手からの助言などを踏まえて,自
分の文章の特長や課題を提え直したり
すること。

力 文章の構成や展開,表現の仕方など
について,自分の主張が的確に伝わる
ように書かれているかなどを吟味し
て,文章全体を整えたり,読み手から
のf,か言などを踏まえて, 自分の文章の
特長や課題を提え直したりすること。

共有

言語活動例

ア 論理的な文章や実用的な文章を読
み,本文や資料を引用しながら, 自分
の意見や考えを論述する活動。

イ 読み手が必要とする情報に応じて手
順書や紹介文などを書いたり,書式を
踏まえて案内文や通知文などを書いた
りする活動。

ウ 調べたことを整理して,報告書や説
明資料などにまとめる活動。

ア 本歌取りや折句などを用いて,感 じ
たことや発見したことを短歌や俳句で
表したり,伝統行事や風物詩などの文
化に関する題材を選んで,随筆などを
書いたりする活動。

ア 特定の資料について
ら概要などをまとめる

,様々な観点か
活動。

イ 設定した題材について,分析した内
容を報告文などにまとめたり,仮説を
立てて考察した内容を意見文などにま
とめたりする活動。

ウ 社会的な話題について書かれた論説
文やその関連資料を参考にして,自分
の考えを短い論文にまとめ,批評し合
う活動。

工 設定した題材について多様な資料を
集め,調べたことを整理して,様力な
観点から自分の意見や考えを論述する
活動。
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(高)文学国語

ア 文学的な文章を書くために,選 んだ題材
に応じて情報を収集,整理して,表現した
いことを明確にすること。

(高 )国語表現

ァ ロ的や意図に応じて,実社会の問題や自
分に関わる事柄の中から適切な題材を決め,

情報の組合せなどを工夫して,伝 えたいこ
とを明確にすること。

(高)古典探究

イ 読み手の
成ゃ展開を

1関心が得
工夫する

られるよう,文章の構
と

イ 読み手の同意が得られるよう,適切な根
拠を効果的に用いるとともに,反論などを
想定して論理の展開を考えるなど,文章の
構成や展開を工夫すること。

ウ 読み手の共感が得られるよう,適切な具
体例を効果的に配置するなど,文章の構成
や展開を工夫すること。
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工 自分の考えを明確にし,根拠となる情報
を基に的確に説明するなど,表現の仕方を
工夫すること。

オ 自分の思いや考えを明確にし,事象を的
確に描写したり説明したりするなど,表現
の仕方を工夫すること。

工 文章の構成や展開,表現の仕方などにつ
いて,イ云ぇたいことや感じてもらいたいこ
とが伝わるように書かれているかなどを吟
味して,文章全体を整えたり,読み手から
の助言などを踏まえて,自分の文章の特長
や課題を提え直したりすること。

ア 自由に発想したり評論を参考にしたりし
て,小説や詩歌などを創作し,批評し合う
活動。

イ 登場人物の心情や情景の描写を,文体や
表現の技法等に注意して書き換え,そ の際
に工夫したことなどを話し合ったり,文章
にまとめたりする活動。

ウ 古典を題材として小説を書 くなど,翻案
作品を創作する活動。

エ グループで同じ題材を書き継いで一つの
作品をつくるなど,共同で作品制作に取り
組む活動。

力 読み手に対して自分の思いや考えが効果
的に伝わるように書かれているかなどを吟
味して,文章全体を整えたり,読み手から
の助言などを踏まえて,自分の文章の特長
や課題を捉え直したりすること。

ア 社会的な話題や自己の将来などを題材に,
自分の思いゃ考えについて,文章の種類を
選んで書く活動。

イ 文章と図表や画像などを関係付けながら,
企画書や報告書などを作成する活動。

ウ 説明書や報告書の内容を, 目的や読み手
に応じて再構成し,広報資料などの別の形
式に書き換える活動。

工 紹介,連絡,依頼などの実務的な手紙や
電子メールを書く活動。

オ 設定した題材について多様な資料を集め,
調べたことを整理したり話し合ったりして,
自分や集団の意見を提案書などにまとめる
活動。
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